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４２００社中小製造業

デジタル化に
向けた基礎的
な知見の獲得、
リテラシー向上

蓄積したデー
タ等を活用して、
多様な主体と
連携して新ビ
ジネスを創出 仲間まわしネット

ワークのデジタ
ル化により効率
化・高付加価値

化

初期段階
・未導入

一部導入

デジタル
高度利用

大田区中小企業のデジタル化促進の全体像

これら４つの事業を有機的に連携させて、意欲ある区内中小企業のデジタル化を促進

デジタル化応援事業
企業の課題に応じて最適な専門チーム
を編成して支援することでモデル創出・

機運醸成を図る

副業者の最適化
多様化する経営課題への対応を図る必
要がある。人材不足の状況にある中小
企業と、専門分野を有する副業人材との

マッチングを実施

デジタル関連の不足する人材は
副業人材の最適化によりサポート



②バックオフィス（営業・事務処理・生産/製造管理等）の取組（１５）

①デジタル化に向けた経営の観点の取組（１０）

⑤新価値創出に向けた取組（１０）

●営業・顧客管理

□顧客・案件情報の電子化・共有

□見積作成の電子化・自動化・最適化

●経理・文書管理

□受発注作業の電子化

□請求情報・入金情報のシステム管理

□各種文書の電子管理

●生産管理

□生産計画自動作成・最適化

□材料・資材のシステム管理

□自社の強み・弱みを把握しているか

□顧客ニーズや市場動向を把握しているか

□解決すべき自社の課題を抽出・整理しているか

□データやデジタル技術の活用を志向しているか

□データやデジタル技術でどのような価値を創出したいか、ビジョンをもっているか

●データ等活用した新価値創出の方向性

□（製品開発）新たなものづくり技術の確立

□（生産）全体最適なものづくり工場の実現

□（品質）デジタル品質の確立

□デジタル技術に長けた人材の獲得・活用

□大学等研究機関との連携

□異業種他社との連携

□その他（ ）

□ビジネスモデルや業務プロセス等の変革に係る戦略とロードマップがあるか

□実現に向けた組織整備・人材確保・予算獲得等を実践しているか

□実現に向けた具体的な実行計画を作り、実践しているか

□経営者が持続的に取組をリードしているか

□デジタル化をけん引する人材がいるか、外部に相談者はいるか

□原価管理のシステム化

□検査結果のシステム管理

□資材等搬送のシステム管理

●製造管理

□生産指示の電子化

□（サービス）新たなビジネスモデル構築

□（販売等）顧客体験を踏まえた販売・アフターフォロー

●新価値創出の手段

□社内リソースの新事業開発への集中

③製造現場（開発・設計・製造等）の取組（１８）

●開発・設計
□CADの導入・活用
□構造解析ツールの導入・活用
□ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｿﾌﾄの導入・活用
●段取・加工作業
□作業指示の電子化

□検品結果のシステム管理
□梱包作業の自動化
●環境整備
□無線LANﾈｯﾄﾜｰｸ構築
□ﾈｯﾄﾜｰｸのｾｷｭﾘﾃｨ対策
□現場担当者のﾈｯﾄﾜｰｸへのｱｸｾｻﾋﾞﾘﾃｨ

□生産進捗のシステム管理

□トレーサビリティの確保

□設備管理のシステム化

□改善を担う社内部署設置

□加工作業の自動化
□作業記録・加工条件の取得・管理
□加工設備のシステム監視
●現場作業の可視化
□作業手順の標準化
□進捗状況の可視化

□設備の稼働状態の可視化
●検査作業
□検査の自動化
□検査結果のシステム管理
●箱詰・検品作業
□検品の自動化

④データ連携・分析（４）

□②③で取得・蓄積された個別データの分析をしているか

□②③で取得・蓄積されたデータ間の連携をしているか

デジタル化に向けたチェックリスト
該当する項目に「〇」を記載ください。また、事業内容に該当しない項目は横線を記載ください。

□②③で取得・蓄積された個別データと外部データとの連携・分析をしているか

□取得・蓄積されたデータを活用したビジョンがあるか



段階に応じた支援とフレームの構築

未導入段階
効率化段階
＜デジタル化＞

高付加価値化段階
＜DX＞

⚫ 業務全般のデジタル化
の方針策定

⚫ 業務全体を俯瞰して、
重要度の高いところか
らデジタル化を図り、業
務効率化を推進

⚫ 全体最適化により圧倒
的な効率化を図るととも
に、その余力を新分野
への展開に活用

⚫ 蓄積されたデータの分
析、データ間の連携、AI

等の活用により、新たな
ビジネスモデルを構築

各段階の支援フレーム
（必要となる❶専門人材、❷
活用するツール、❸先進事例

等）を構築

②段階に応じたデジタル技術の活用を支援

①チェックリスト結果に応じて進捗段階をグルーピング



・図面に基づく部品加工を受託
・所定の仲間企業と連携

デジタルによる新しい仲間まわしこれまでの仲間まわし

・構想・アイディア段階から提案性の高い高付加価値な仕事を受託
・従来の仲間のみならずデジタルで繋がった多様な町工場と連携

2022年度、大田区にて事業展開後、全国の産業集積地へと展開し、全国の中小企業が
連携し、将来的には海外からの発注を受け付ける一大プラットフォームへと拡充

デジタル受発注プラットフォームの概要

グルー
プ代表
・

ハブ企
業等



発注者 グループ代表 ハブ企業・町工場

• 企画・設計から相談
でき、試作・製造ま
でを一気通貫で頼め
る企業を探せる

• グループ代表が仕事を受
けて、最適な技術を持つ
町工場との仲間まわしを
ワンストップで実現する

• 新たな仕事を受ける。案件の対応範囲を広げられる

• 参加事業者の得意分野を把握し、手間なく最適なパー

トナーとの連携を促進

新たな仕事を
受けて、最適
な仲間とチー
ム編成！

仕事を
探せる

仲間が
探せる

仕事を
探せる

仕事を
探せる

仕事を
探せる

仕事の公募・見積依頼

仕事へ応募・見積回答

デジタル受発注プラットフォーム 「プラッとものづくり」スキーム

❶アイディア段階から
ワンストップで依頼・
相談ができる

❸多数の中小企業が
「匠の英知」を結集し
て提案、製造

❷デジタル仲間まわし
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